
学習日   年   月   日 

題  材 年   組   番 

電気機器の事故や故障を防ぐしくみ① 
氏名 

１．次の文の（   ）にあてはまることばを下から選びましょう。 

⑴ 発電所から供給される電気エネルギーは、時間によって電流や電圧の向きが変化する

（     ）である。また、電池や太陽光で発電される電気エネルギーは、電圧や電流の

向きが変化しない（      ）である。

⑵ 電気の通り道を（      ）という。また電気エネルギーを光〈例：蛍光灯〉や動力

〈例：電気洗たく機〉や熱〈例：電気アイロン〉などの他のエネルギーに変えて仕事をする

部分を（      ）といい、電気を供給する部分を（      ）、電気をコントロ

ールする部分を（      ）、それぞれをつなぐものを（      ）という。

⑶ 電気機器の単位時間あたりの電気エネルギーを（    ）といい、単位に（     ）

が使われる。
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２．次の文は、電気機器の取り扱い方についてまとめたものです。（  ）にあてまることばを

下から選びましょう。 

⑴ 延長コードなどに過剰な電流が流れると、発火して（      ）事故を起こす要因と

なることがある。

⑵ 配線器具に示されている安全に使える電流の限度を（        ）、電圧の限度を

（        ）、時間の限度を（        ）という。

⑶ ア 電源プラグをぬくときは、（       ）を持って引っ張ったりしない。

イ コンセントに（       ）を長期間差し込んだままにしておくと、ほこりがた

まったり、腐食したりして、湿気を帯びると（        ）現象の原因にもなる。

ウ（       ）配線をすると、コードの許容電流をこえることが多くなり、事故に

なる可能性が高くなる。

エ 洗たく機などの機器は、ろう電による感電を防止するために（       ）を用

いる。

オ 電気機器に異常があったらすぐにスイッチを切り、電源プラグを抜く。その後、

（         ）の指示に従い、点検を行う。

チャレンジシート① 学ぶ 
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                               学習日   年   月   日 

題  材 年   組   番 

電気機器の事故や故障を防ぐしくみ②
氏名 

１．次の文は、電気機器の事故や故障を防ぐしくみについてまとめたものである。（   ）に

あてまることばを下から選びましょう。 

  屋内に引き込まれた電流は（     ）によって各部屋に分岐され、契約電流を超える

と回路をしゃ断する（     ）、ろう電を感知すると回路をしゃ断する（    ）、

許容値以上の電流が流れると回路をしゃ断する（ ）からなる。また、

（    ）した電流を大地に導き、感電を防ぐ（    ）や定められた温度より周

囲の温度が上昇すると溶けて回路をしゃ断する（    ）、定められた電流値よりも

過大な電流が流れると溶けて回路をしゃ断する（  ）がある。

２．下のような状況のとき、どのような現象が予測されるのか。ア～カの記号より選びましょう。

① 使えなくなった電池を、一般ゴミとして捨てる。（  ）

② 電気ストーブで、洗濯物をかわかす。（  ）

③ 延長コードの定格値をこえて機器を使う。（  ）

④ 機器の電源プラグをコンセントにつなげたまま、点検・修理を行う。（ ・  ）

⑤ 電源プラグのコードを持って抜く。（  ）

⑥ アースを取り付けずに電気洗濯機を使う。（ ・  ）

３．延長コード（定格電流１０Ａ、定格電圧１２５Ｖ）に電気ストーブ（８００Ｗ）、電気アイ

ロン（６００Ｗ）を接続しました。以下の問いに答えましょう。 

⑴ 延長コードのコンセントはすべて並列につながっているので電圧はどこでも一定の

１００Ｖである。電力＝電流×電圧からそれぞれの機器の流れる電流は

    電流＝電力（Ｗ）÷１００Ｖ

電気ストーブ（    ）Ａ・・・電気アイロン（    ）Ａ

延長コードに流れる電流はそれぞれの機器に流れる電流を足したものであるから

合計（       ）Ａ流れることになる。

⑵ ⑴の状態は安全ですか危険ですか？      

チャレンジシート② 基本 
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学習日   年   月   日 

題  材 年   組   番 

はんだづけに挑戦しよう 
氏名 

○電子部品の接合作業  

 ・はんだ・・・すずと鉛の合金（フラックス入り）

       ５：５、６：４等の配合比

       ２００℃前後で溶ける  → 冷えて固まることで接着する

 ・はんだごて・・・はんだを溶かす

 ・はんだ吸い取り線・・・余分なはんだを吸い取る

（作業順序）  

①部品のリード線を基板の穴に通し、折り曲げて、動かないようにする。

②接合部にこて先を当て、加熱する。

③はんだをあて、適量のはんだが溶け出したら、はんだを離す。

④はんだが接合部に十分に流れたらこて先を離す。

⑤余分なリード線をニッパで切り取る。

    【はんだによる接合】     【はんだ吸い取り線による修正】

チャレンジシート③ ジャンプ 


